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1.評価対象区間 

計画段階評価対象区間（以下、「対象区間」）は、彦根市・東近江市・愛荘町・豊郷町・甲良町・多賀町の2市4町で

構成（以下、「対象地域」）され、人口は合計約27万人。 

対象地域内には、名神高速道路が縦断し、3カ所の高速ＩＣがある。 

対象区間 
米原 

バイパス 

対象地域の交通網 

琵琶湖 
び わ こ 

東近江市 
ひがしおうみ 

彦根市 
ひこね 

豊郷町 
とよさとちょう 

甲良町 
こうらちょう 

多賀町 
たがちょう 

ひこね ひがしおうみ とよさとちょう こうらちょう た がちょう あいしょうちょう 

対象地域の位置 

愛荘町 
あいしょうちょう 

近江八幡市 
おうみはちまん 

9工区 

至 

京
都 

至 

京
都 

至 

敦
賀 

彦根IC 

湖東三山SIC 

八日市IC 

421 

307 

対象地域 

（H24.4開通） （事業中） 

多賀SASIC 

（計画中） 

306 

８ 

(県)神郷彦根線川原工区 
H24事業化 延長2.0km 

(県)湖東彦根線愛知川工区 
H27事業化 延長2.2km 

(都)原松原線 
 H22事業化 延長1.7km 

彦根市 東近江市 愛荘町 豊郷町 甲良町 多賀町 合計
人口 112,786 115,304 21,217 7,381 7,427 7,683 271,798

（世帯数） (45,941) (42,442) (7,545) (2,858) (2,592) (2,742) (104,120)

面積（㎢） 196.87 388.37 37.97 7.80 13.63 135.77 780.41

人口密度（人/㎢） 572.9 296.9 558.8 946.3 544.9 56.6 348.3

資料 人口、世帯数：住民基本台帳人口（滋賀県 H28.1.1現在） 

   面積：平成27年全国都道府県市区町村別面積調べ（国土地理院） 2 

福井県 岐阜県 

京都府 三重県 

滋賀県 

琵琶湖 

日野町 

竜王町 

近江八幡市 

野洲市 
守山市 

草津市 

栗東市 
湖南市 

甲賀市 

大津市 

高島市 

長浜市 

米原市 



一般国道8号彦根～東近江については、交通混雑の緩和などを目的として平成27年度より道路調査に着手。 

対象区間以北は米原バイパス、以南は野洲栗東バイパスを事業中。 

米原バイパス 
Ｌ＝10.3㎞ 

6工区 
L=2.4㎞ 

7工区 
L=3.2㎞ 

8工区 
L=2.5㎞ 

9工区 
L=2.2㎞ 

事
業
中 

一般国道8号 

彦根～東近江 

対象区間 Ｌ＝約20㎞ 

野洲栗東 
バイパス 

Ｌ＝4.7㎞ 
事業中 

至 

京
都 

至 

敦
賀 

栗東湖南IC 

竜王IC 

栗東IC 

一般国道8号の整備状況 

2/4開通 
（H24.4） 

2/4開通 
（H16.3） 

2/4開通 
（S60.12） 

4/4開通 
（H11.11） 

都市計画道路 

1.評価対象区間 

長浜バイパス 
Ｌ＝5.8㎞ 

4/4開通 
（H11.11） 国道1号 

4/4開通 
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対象地域 

甲賀地域 

湖北地域 

南部地域 

大津地域 

湖西地域 

その他地域 

大津市 

草津市 

守山市 

栗東市 

野洲市 

甲賀市 

湖南市 

東近江市 近江八幡市 

日野町 

竜王町 

彦根市 

愛荘町 

豊郷町 甲良町 
多賀町 

米原市 

長浜市 

高島市 

対象地域
22%

南部地域
22%

甲賀地域
19%

その他地域
15%

湖北地域
15%

大津地域
5%

湖西地域
2%

対象地域

南部地域

甲賀地域

その他地域

湖北地域

2.地域の現状と課題 （地域経済） 

資料：工業統計調査（H26） 

S40：名神高速道路 
     全線開通 

S43：名神高速道路が東名と接続 

S55：名神高速道路が北陸道と接続 

H20：名神高速道路が 

新名神と接続 

製造品出荷額等の推移 

県内第1位 

資料：工業統計調査（H26） 

H25：湖東三山SIC開通 

   蒲生SIC開通 

約50年間で70倍に増加！ 

製造品出荷額等割合 

1%

1%

1%

24%

41%

49%

74%

57%

49%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

滋賀県

対象地域

一次産業 二次産業 三次産業

総生産における第2次産業の割合 

※1 資料：H25県民経済計算 
※2 資料：H25滋賀県市町民経済計算 
注） 第1次産業：農業、林業、漁業  
   第2次産業：鉱業、建設業、製造業など  
   第3次産業：情報通信業、運輸業、卸売業、 
           小売業、サービス業など 

（全国１位） 

全国1位の滋賀県 
よりさらに高い割合 

※１ 

※１ 

※2 

20.5 18.0 19.2 

57.1 54.4 

60.5 

1.0 

55.2 53.6 

70.5 

0

20

40

60

80

S35 S38 S48 S58 H5 H15 H25製
造
品
出
荷
額
伸
び
率
（
対

S
3
5
比
）

全国 滋賀県 対象地域

中日新聞（滋賀県版）の抜粋 

中日新聞 滋賀県版（Ｈ27年7月2日朝刊） 

道路整備に伴い、製造品出荷額等は増加し、滋賀県内の割合は対象地域が第1位。 
平成26年の対象地域（湖東地域）の工場等立地件数は、18件で滋賀県内トップ。 
対象地域の総生産における第2次産業の割合は、約5割と高く、第2次産業が地域の重要な産業となっている。 

製
造
品
出
荷
額
等
伸
び
率
（
対

3
5比
）
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2.地域の現状と課題 （産業） 

対象地域中心の100㎞圏内には政令指定都市（大阪市、名古屋市、京都市等）、国際戦略港湾（大阪港、神戸港）
を包括し、2時間程度でアクセス。 
主に大阪港、神戸港、名古屋港、四日市港、敦賀港を利用した海外輸出入を行っており、その中でも特に大阪港、
名古屋港との輸出入量が多い。 

対象地域の広域図 対象地域と各港湾からの輸出輸入量 

6,125 
5,372 

15,416 

4,642 

1,681 

12,629 

9,217 
9,861 

7,583 

145 
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

大阪港 神戸港 名古屋港 四日市港 敦賀港

輸出 輸入
資料：全国輸出入コンテナ流動（H25） 
※フレートトン：容積は1.133立方メートル 
 （40立方フィート）、重量は1,000キログラム 
 を1トンとし、容積と重量のうちいずれか大きい 
 数値をもって計算する 

(フレートトン) ※ 

名古屋港 

大阪港 

衣浦港 三河港 
津松阪港 

阪南港 

名古屋市 

京都市 

大阪市 

堺市 

対象地域 

神戸市 

堺泉北港 

舞鶴港 

敦賀港 

四日市港 

石川県 

三重県 

福井県 

愛知県 

岐阜県 

京都府 

兵庫県 

和歌山県 

奈良県 大阪府 

100ｋｍ圏 

資料：国土交通省みなと一覧 

尼崎西宮 
芦屋港 

滋賀県 

神戸港 

凡 例 

国際戦略港湾 

国際拠点港湾 

重要港湾 

政令指定都市 

輸出入コンテナ流動 

事業中 
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2.地域の現状と課題 （産業） 

対象地域には、国内シェアが1位の事業所や従業員数が約1,000人以上の大規模な事業所が多数立地。 

しかし、混雑時には、対象区間の中心からICまで、所要時間が最大1.5倍増加し、高速ICへのアクセス性が低い。 

工場等立地状況 

資料：滋賀県産業用地のしおり  

ブリヂストン 

SCREEN 
ホールディングス 

キリンビール  

琵琶湖 

近江八幡市 

多賀町 

愛荘町 

豊郷町 

米原市 

彦根市 

甲良町 

至 

京
都 

昭和電工 

UCC上島珈琲 
日本電産 他 

立川ブラインド 
キユーピー醸造 他 

アキレス 

日本電気硝子 

パナホーム 

旭化成住工 

日本圧延工業 

積水化学工業 他 

ナイキ 

タカタ 

東洋製罐 他 

パナソニック 

コクヨ工業 

古河AS 

昭和アルミ 
ニウム缶 

新神戸電機 

パナソニック 

北海製罐 他 

ブリヂストン 

至 

敦
賀 

ホシデン化成 

キリンビール  

アイゼン 

吉野工業所 

第一工業製薬 
滋賀三谷 
セキサン 

SCREENホールディングス 

フジテック 

タカタ 

ダイニック 

サカタインクス 

凡 例 

国内シェア1位の事業所 

その他事業所 

概ね10ha以上の敷地面積または 
従業員が約1,000人以上 

ロッテ 

ニチユ三菱 
フォークリフト 

ノエビア 

チェリオコーポ 
レーション 

セキノ興産 他 

第一化成工業 

近泉合成繊維 

ファインシンター 

ＴＢカワシマ 

たねや 
彦根ＩＣ 

多賀SASIC（計画中） 

湖東三山 
ＳＩＣ 

八日市ＩＣ 

エフベーカリー 
コーポレーション 

彦根市・多賀町  
工場立地状況 

対象区間（国道8号現道部）Ｌ＝約20km 

対象区間の中心 

トッパン 
エレクトニクス 

安田組 
湖東プラント 

旭コンクリート工業 

キューピー醸造 

立川 
ブラインド工業 

ダイニチ 

TBカワシマ 

ジャパン 
パイル製造 

大阪ミガキ 

向茂組 
愛知川プラント 

愛知川周辺 工場立地状況 

平常時 混雑時 

資料）時間別旅行速度： 実走 
          （滋賀国道事務所調べ） 
※対象地域の中心～彦根ICの所要時間 
 （一般国道8号+国道306号利用） 

【彦根ICへの所要時間】 

※混雑時（朝夕ピーク時） 

平常時 混雑時 

資料）時間別旅行速度： 実走 
          （滋賀国道事務所調べ） 
※対象地域の中心～八日市ICの所要時間 
 （一般国道8号+県道52号利用） 

【八日市ICへの所要時間】 

※混雑時（朝夕ピーク時） 

昭和バルブ 
製作所 

大和バルブ 

廣瀬バルブ工業 

日立化成 

東近江市 

分

10分

20分

30分

40分

平常時 混雑時

20分 

32分 

混雑時は約1.5倍増加 

分

10分

20分

30分

40分

平常時 混雑時

30分 

38分 

混雑時は約1.3倍増加 

52 
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2.地域の現状と課題 （産業） 

キリンビール㈱が生産するビール類は日本有数で主に近畿一円に出荷、またキユーピー醸造㈱滋賀工場は中部、
北陸、関西方面に出荷。 
しかし、国道8号の渋滞により、製品等の納入時間や通勤時間の遅延リスクが発生し、企業活動に支障。 
対象地域のポテンシャルを活かし良好な経済循環を維持・増進するため社会経済活動の支援が必要。 

主要工場の物流の状況 

キリンビール㈱が生産するビール類は日本有数 

対象地域外 

対象地域 

神戸港 
・大阪港 

滋賀工場 

海外⇒ 
神戸港 
・大阪港 
【材料等】 

滋賀工場 
 
 

従業員： 
約500人 

近畿一円 

彦根IC 
等利用 

彦根IC 
等利用 

国内 
サプライヤー
【材料等】 

彦根IC 
等利用 

ビール類生産一大拠点の滋賀工場 
～「キリン一番搾り生ビール」をは
じめ、多品種を製造。年間生産能
力は15万キロリットル（大阪マル
ビル二本分）～ 

北陸方面 

従業員数：約500人 

敷地面積：約368,300㎡ 

キリンビール㈱ 滋賀工場 

キリンビバレッジ㈱ 滋賀工場 

キユーピー醸造㈱は日本有数の醸造酢、穀物酢、果実酢を生産 

滋賀工場 

近畿方面 
【材料等】 滋賀工場 

 
 

従業員： 
90人 

 中部、 
 北陸、 
 関西方面 

東海方面 
【材料等】 

世界の食と健康に貢献 
～生活者が求める、多彩な製品づく
りに、加工、寿司、惣菜、農業、
外食企業へのお手伝いと積極的な
提案～ 

○関係者の声 
・国道8号御幸橋付近の渋滞 
 を避けるため、遠回りして 
 通勤する従業員がおり、 
 混雑していないときに比べ  
 て倍近く時間が掛かるとき  
 があります。 

 従業員数：90人 

 敷地面積：約44,300㎡ 

 キユーピー醸造㈱   

 滋賀工場 

○関係者の声 
・北陸方面の車両が名神高速（彦根  
 IC）を利用しているため、8号の 
 外町交差点の渋滞の影響を受けて 
 います。 
・通勤で国道8号を利用している 
 従業員は渋滞の影響で10分程度 
 余分に時間がかかっています。 八日市IC 

等利用 

八日市IC 
等利用 

八日市IC 
等利用 
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2.地域の現状と課題 （観光） 

対象地域には、彦根城、多賀大社などの歴史文化資源や自然豊かな観光資源など、個々の優れた観光地が存在

するものの、観光入込客数は伸び悩んでいる。 

地域活性化の観点から、点在する観光地間の連携（ネットワーク）を強化し、広域的な観光圏の形成により県内外

からの誘客を促進させることが課題となっている。 

75,562 
74,376 74,387 73,599 

70,681 
71,628 72,003 

1.00 

0.98 0.98 
0.97 

0.94 
0.95 

0.95 

0.90

0.95

1.00

1.05

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26
50,000

60,000

70,000

80,000

観光入込客数の推移

対象地域計 伸び率推移
出典）滋賀県観光入込客統計調査 

至 

敦
賀 

彦根市 

東近江市 

近江八幡市 

愛荘町 
多賀町 

豊郷町 

米原市 

421 

307 

８ 

306 

琵琶湖 

多賀SASIC 
（計画中） 

湖東三山SIC 

八日市IC 

８ 

彦根IC 

至 

京
都 

至 

名
古
屋 

▼地域の声（彦根市職員） 

●近年は、生活スタイルの変化や観光ニーズの多様化により、観光地間の競争が激  
 化しており、より効果的な観光戦略や施策の展開が求められています。 
●湖東地域をはじめその周辺地域には、豊富な観光資源があるため、広域的な連携 
 を強め、集客や交流人口の増加につながる取り組みをしています。 

（百人） 

甲良町 

至 

京
都 

彦根城（彦根市） 
（H26滋賀県観光入込客数第6位） 

多賀大社（多賀町） 
（H26滋賀県観光入込客数第2位） 

金剛輪寺（愛荘町） 
（紅葉の名所） 

リーフレット：城あかり・神あかり 

○事業主体 

・彦根多賀地域連携組織委員会 
 （彦根市、多賀町、商工団体ほか） 

・（一社）彦根ツーリズムボード 
 （経済団体ほか） 

○事業目的 
・地域連携による観光誘客の促進 
 により、地方創生の実現を図る 

○事業内容 

・国宝彦根城や多賀大社に、洗練 
 されたデザイナーによるライテ 
 ィング手法を用いることで現代 
 に相応しい観光資源としてブラ 
 ンド化を図る。 

凡 例 

高速自動車国道 

直轄国道 

補助国道 

主要地方道 

一般県道 
事業中路線 

新幹線 

在来線（ＪＲ） 

行政界 

主な観光地 
（H26観光入込客数ベスト20以内） 

主な観光地 
（びわこビジターズビューローで 
 モデルコースに選定） 

対象地域及び周辺の主な観光地 対象地域の観光入込客数は伸び悩んでいる状況 

観光振興への取り組み事例 

8 
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利用交通機関比率（彦根市内） 

徒歩だけ

9

鉄道・電車

2
バス

1

自動車

58

オートバイ

2

自転車

21

その他

7

近江八幡市 

多賀町 

東近江市 

彦根市 

至 

京
都 

多賀ＳＩＣ 
（計画中） 

八日市ＩＣ 

3.道路交通の現状と課題 （交通流動） 

出典：H22国勢調査 

：～2千人 

：2千人～ 4千人 

：4千人～ 

凡 例  

多賀町 

就業・通勤者 3 

自町内 1 (37.8%) 

他市町 2 (62.2%) 

甲良町 
就業・通勤者 4 

自町内 1 (30.1%) 

他市町 3 (69.6%) 

豊郷町 
就業・通勤者 3 

自町内 1 (33.4%) 

他市町 2 (65.9%) 

愛荘町 
就業・通勤者 10 

自町内 4 (39.8%) 

他市町 6 (58.7%) 

3.5(千人) 

3.1(千人) 

豊郷町 
甲良町 

彦根ＩＣ 

彦根市 
就業・通勤者 59 

自市内 37 (62.3%) 

他市町 22 (36.3%) 

愛荘町 

東近江市 

就業・通勤者 62 

自市内 35 (56.5%) 

他市町 27 (42.5%) 

※他市町への通勤通学流動方向矢印は、方向別に通勤通学者数の上位3つを抽出し、千人以上を示す。 
※人口10万人未満の市町では利用交通機関比率のH22国勢調査のデータがないため未掲載 

      利用交通機関比率 
（東近江市⇒彦根市、愛荘町、豊郷町、 

                 甲良町、多賀町 ） 

通勤通学者数  

約9割が道路利用 

      利用交通機関比率 
  （彦根市⇒東近江市、愛荘町、 

            豊郷町、甲良町、多賀町 ） 

約8割が道路利用 

利用交通機関比率（東近江市内） 

鉄道・電車

2 バス

2

自動車

87

オートバイ

1

自転車

2

その他

5

徒歩だけ

8 鉄道・電車

0
バス

2

自動車

71

オートバイ

1 自転車

13

その他

5

徒歩だけ

0

鉄道・電車

6
バス

1

自動車

81

オートバイ

0

自転車

2

その他

9

対象地域内の通勤・通学先は、自市内が多く、市町間では彦根市～東近江市間が多い。 
彦根市および東近江市における、自市内、及び他市町への交通手段では、道路利用者が大半を占め、その
ほとんどが自動車を利用。 

約8割が道路利用 

約8割が道路利用 
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【国道8号の速度】 

16 21 26 31 36
友

定

町

御

幸

橋

北

簗

瀬

北

簗

瀬

千

鳥

橋

北

詰

高

宮

町

外

町

西

沼

波

町

地

蔵

町

夕
（17-19時）

昼
（9-17時）

朝
（7-9時）

資料）渋滞損失時間（H24）、旅行速度：民間プローブデータ（H27.平日、速度低下発生方向・時間） 

400 

300 

200 

100 

0 

損
失
時
間
（
千
人
時
間/

年
ｋ
ｍ
） 

60 
旅
行
速
度
（
ｋ
ｍ
／
ｈ
） 

50 

40 

30 

20 

10 

0 

 旅行速度      損失時間 

【国道8号の渋滞損失時間】※ 高宮町、外町で 
県内直轄国道平均の2倍 

3.道路交通の現状と課題 （渋滞） 
第1次緊急輸送道路に指定された国道8号の対象区間には、主要渋滞箇所が8箇所存在し、また信号交差点が
連続する箇所が多い。 
主要渋滞箇所が集中する彦根市街地、愛知川渡河部では速度低下が顕著であり、渋滞損失時間については、
県内直轄国道平均の2倍～3倍。 

国道8号の渋滞の発生状況 

東近江市 

豊郷町 

彦根市 

多賀町 

簗瀬 

簗瀬北 

御幸橋北 

千鳥橋北詰 

高宮町 

地蔵町 

西沼波町 
外町 

至 

京
都 

至 

敦
賀 

愛荘町 

朝・夕 
速度低下 

終日 
速度低下 

県内直轄国道平均 
97.6千人時間/年km 

凡例 
0km/h以上～20km/h未満 

20km/h以上～40km/h未満 

40km/h以上 

資料）時間別旅行速度：民間プローブデータ（H27 平日） 

対象区間（国道8号 彦根～東近江） 

甲良町 

※【渋滞損失時間】：交通渋滞の度合いを示す指標で渋滞によって失われた時間をいう。 

彦根市街地 

愛知川 
渡河部 

御幸橋北、簗瀬で 
県内直轄国道平均の3倍 
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9,663 

6,877 

4,295 

1,952 
1,484 1,196 

861 
413 

47 195 

35.8

25.5

15.9

7.2
5.5 4.4 3.2 1.5 0.2 0.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

交通量 割合

国道8号の平均トリップ長は、25㎞で他の幹線道路に比べ短い。 
地域内交通が約6割を占める上、さらに通過交通や内外交通が加わり、交通容量を約6割超過。 

対象地域道路網における走行車両の平均トリップ長 

3.道路交通の現状と課題 （渋滞） 

資料：H22センサスベース現況再現結果 

多賀町 

東近江市 

愛荘町 

豊郷町 

米原市 

彦根市 

甲良町 

国道8号の交通特性 

外町 
交差点 

高宮町 
交差点 

愛知川 
渡河部 

16,000 17,700

9,500

1,500

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

全車 交通容量

通過

内外

内々

トリップ長

(km) 

【高宮町断面のトリップ長】 

資料：H22センサスベース現況再現結果 

【高宮町交差点 

   南側断面の交通量】 

交通 
容量 

9,663 

6,877 

4,295 

1,952 
1,484 1,196 

861 
413 

47 195 

35.8

25.5

15.9

7.2
5.5 4.4 3.2 1.5 0.2 0.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

交通量 割合

地域内交通が 
全体の約6割 

平
均
ト
リ
ッ
プ
長 

高宮町断面 

73
25 25

73

311

0

50

100

150

200

250

300

350

彦
根
近
江
八
幡
線

大
津
能
登
川
長
浜
線

国
道
８
号

国
道
３
０
６
号

名
神
高
速
道
路

73
25 25

73

311

0

50

100

150

200

250

300

350

彦
根
近
江
八
幡
線

大
津
能
登
川
長
浜
線

国
道
８
号

国
道
３
０
６
号

名
神
高
速
道
路

【高宮町南側断面の平均トリップ長】 

資料：H22センサス 
   ベース現況再現結果 

16,000 17,700

9,500

1,500

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

全車 交通容量

通過

内外

内々16,000 17,700

9,500

1,500

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

全車 交通容量

通過

内外

内々16,000 17,700

9,500

1,500

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

全車 交通容量

通過

内外

内々

平均トリップ長が 
他の幹線道路と 
比べて短い 

17,000 

凡例 
数値：平均トリップ長 
青色：30km以下 
水色：30～40km 
緑色：40～50km 
橙色：50～60km 
赤線：60km以上 
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160m

260m

600m

580m

1,720m

340m

890m

彦根ICからの
交通集中

工場集積地からの
交通集中

ブリジストン

イセトー

平和堂

清水鉄工所

廣瀬バルブ工業

キリングループ
ロジスティクス西日本

中通

近江機工

メタルカット

キリンビール

マルホ彦根工場

東陽紙業

オリエンタル白石

夏原工業
夏原電子産業

近江鉄道
佐伯金属

ピラミッド
彦根工場

大和バルブ
彦根工場

シミズ-HTP

新神戸電機
沢村工場

沢村パルプ工業

角田鉄工

SCREEN

ホールディングス

彦根IC

至

京
都

野口町

東沼波町

至

敦
賀

豊郷町

多賀町

彦根市街地から
の交通集中

彦根市街地と、名神高速道路彦根IC及び工場集積地を結ぶ交通が、国道8号との交差部に集中し、外町交差点を
中心に渋滞が発生。 
愛知川を渡河する橋梁間隔が広く、国道8号に交通が集中し、渋滞が発生。 

※出典：民間プローブデータ H27年9～11月平日 平均、朝ピーク時（7～9時）、夕ピーク時（17～19時）のうちの速度が低いピーク時の旅行速度 

至 京都 

至 敦賀 

①外町交差点北行き渋滞状況 

豊郷町

愛荘町

彦根市

東近江市

至 敦賀

至 京都

近江八幡市

八千代橋

八幡橋

4.1km

3.9km

日本電気硝子

ナイキ

日本デキシー

UCC上島珈琲

滋賀縣物産

大阪ミガキ

シャディ中央
物流センター

綾羽工業

ナショナル住宅産業
湖東TOPSセンター

パナホーム

ネグロス電工

東洋製罐

滋賀三谷
セキサン

大栄護謨

ダイセイ

ジュラロン

綾羽工業化成品

川重愛知工場

タカタ愛知川
ジャパンパイル

三重河西

太陽化学

ツジトミ 前田

富士ピー・エス

栗本鐵工所

ジャパンパイル

ジャパンネットワーク

恵和

丸善管工機材

肥田電器

川島商店

パピヨン・エル

小杉自工

関西東洋

第一工業製薬

今田工業

山脇製薬
グロージャパン

藤居織物

片桐工業
日鉄金属

岩本金属

近江電機自動車整備

富士鉄工

竹内工業第２工場

古河オートモー
ティブパーツ

八千代橋

御幸橋

三和自動車整備
小串自動車整備

八幡橋

愛知川渡河部で
国道８号に交通集中

愛知川渡河部の渋滞状況 

【凡例】
：主要渋滞箇所
：主な事業所
：人口集中地区

【旅行速度】
：～20km/h

：20～30km/h

：30km/h～

至 敦賀 

至 京都 

③御幸橋北交差点の渋滞状況 

８

421

307

位置図 琵琶湖 
び わ こ 

彦根市 

彦根IC 

湖東三山SIC 

八日市IC 

多賀SAＳＩＣ （計画中） 

東近江市 

豊郷町 
甲良町 

多賀町 
愛荘町 

近江八幡市 

愛知川渡河部 
彦根市街地 

【凡例】
：主要渋滞箇所
：事業所
：国道8号沿道施設
：人口集中地区
：工場集積地
：渋滞長

【旅行速度】
：～20km/h

：20～30km/h

：30km/h～

彦根市街地の渋滞状況 

②高宮町交差点西行き渋滞状況 

至 多賀 

至 国道8号 

3.道路交通の現状と課題 （渋滞） 

ブリヂストン 

至 

京
都 

至 

敦
賀 
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豊郷町 

多賀町 

彦根IC 

近江八幡市 

愛荘町 

豊郷町 

彦根市 

307 

８ 

306 

421 



0

100

200

300

400

0

100

200

300

◎◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

2.4 2.4 2.4 2.4 2.4 2.4 2.4 2.4 2.4 2.4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 3.1 3.1 3.1 3.1 3.1 3.1 3.1 3.1 3.1 3.1 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 4.6 4.6 4.6 4.6 4.6 4.6 4.6 4.6 4.6 4.6 4.8 4.8 4.8 4.8 4.8 4.8 4.8 4.8 4.8 4.8

◎ ◎◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎

東近江市 

豊郷町 

彦根市 

多賀町 

至 

京
都 

至 

敦
賀 

愛荘町 

死傷事故率が高い 死傷事故率が高い 県内直轄国道平均 
81.7件/億台㎞ 

件/億台km 

死傷事故率

主要渋滞箇所

沿道施設乗り入れ
（２箇所/百m以上の区間）

信号交差点

事
故
状
況
及
び
沿
道
状
況

事故危険区間：8区間 

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

H21 H22 H23 H24 H25 H26

事
故
件
数
推
移
（対

H
21
比
）

県内幹線道路 県内直轄国道 国道8号（対象区間）

3.道路交通の現状と課題 （交通事故） 
対象区間には、事故危険区間が8区間存在し、事故類型としては追突事故が約7割を占める。 
死傷事故件数割合の推移は、県内の他の幹線道路より減少割合が小さく、死傷事故率は大半の区間で県内直轄国
道平均を上回る状況。 
また、国道8号の渋滞回避のため、生活道路（中山道）に車両が流入し、事故発生の危険がある。 

死傷事故件数割合の推移(対H21比) 

資料：イタルダ事故データ（H23-H26） 

事故類型の特性 

5%

3%

3%

3%

2%

2%

51%

60%

69%

18%

11%

12%

8%

9%

6%

5%

7%

4%

6%

5%

3%

4%

2%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

滋賀県幹線

道路計

直轄国道

国道8号

（対象地域）

人対車両 正面衝突 追突 出会い頭

右折 左折 車両相互その他 車両単独

 国道8号の渋滞を回避するため、国道
8号に並走する生活道路(中山道)に交通
が流入し、危険な状態です。 

○生活道路への流入交通 

【道路管理者の声】 
 彦根市道路河川課 ヒアリング 

資料：イタルダ事故データ（H23-H26） 

県内の他の幹線道路より
減少割合が小さい 

追突事故が多く 
約7割を占める 

渋滞損失時間 
県内直轄国道平均 
97.6千人時間/年㎞ 

資料：死傷事故率 イタルダ事故データ：H23-H26 
   渋滞損失時間（H24） 

渋滞損失時間 
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鳥居本 

小学校 

至 京都 

至 京都 

至 米原 

約4ｍ 

写真① 

写真③ 

写真② 

混雑時・生活道路への迂回交通による悪影響 

通学児童の危険性 

離合が困難 

幅員4m未満の狭隘道路 

至 

米
原 

至 

京
都 

彦根駅 

彦根市 

306

8

彦根ＩＣ 

8

通学路要対策箇所 

国道8号に並行する歩道のない中山道へ、国道8号の渋滞を迂回する交通が流入。 
通学路指定されている中山道は、迂回車両による事故危険性があるため、通学路要対策箇所（2箇所）に指定。 
地元は路肩の歩行スペースを確保する等の対策を実施しているが、根本的な事故対策となっておらず、流入車両
の排除が必要。 

国道8号の渋滞を回避し 
中山道に車両が流入 

3.道路交通の現状と課題 （迂回路） 

通学路要対策箇所 

528 

文 

文 旭森 
小学校 

文 

高宮 
小学校 

：渋滞箇所 

：主要渋滞箇所 

：通学路要対策箇所(※1) 

：事故発生箇所(※2) 

：通学路(※1) 

凡 例 

(※1)彦根市提供 (※2)滋賀県警提供 
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4.地域に配慮すべき事項 （自然環境） 
既往文献から重要な動物等が分布している可能性が確認できる。 

15 

琵琶湖 

近江八幡市 

至 

京
都 

至 

敦
賀 

湖東三山 
SIC 

八日市IC 

対象区間（国道８号 彦根～東近江）Ｌ＝２０km 

北花沢の 
ハナノキ 

多賀町 

東近江市 

愛荘町 

豊郷町 

米原市 

彦根市 

甲良町 

彦根IC 

多賀SASIC 
（計画中） 

南花沢の 
ハナノキ 

太郎坊阿賀神社の 
夫婦岩 

長光寺の 

ハナノキ 

八幡神社の 
紫藤樹 

多賀大社の 
ケヤキ(飯盛木) 

井戸神社の 
カツラ 

河内の風穴 

彦根城跡内の 
オオトックリイチゴ 

彦根城跡内の 
オニバス 

自然環境 

メガネサナエ 

ツマグロキチョウ 

ギフチョウ 

ギフチョウ, 
オオムラサキ 

キマダラルリツバメ 

オオムラサキ 

ギフチョウ,オオムラサキ 

オオムラサキ 

オオムラサキ 
ギフチョウ 

ギフチョウ 

ツマグロキチョウ 

フタスジサナエ 

フタスジサナエ 

フタスジサナエ 

キマダラルリツバメ 

オオムラサキ 

フタスジサナエ,  

キマダラルリツバメ 

ツマグロキチョウ, 

アユモドキ 

動 物 

■周辺で生息する可能性がある希少種として、オオタカ（環境省：絶
滅危惧ⅠB類、滋賀県：希少種）、クマタカ（環境省：絶滅危惧ⅠB類、
滋賀県：絶滅危惧種）、サシバ（環境省：絶滅危惧Ⅱ類、滋賀県：希少
種）等の希少猛禽類、ハリヨ（環境省：絶滅危惧ⅠA類、滋賀県：絶滅
危惧種）等の魚類、オオサンショウウオ（環境省：絶滅危惧Ⅱ類、滋
賀県：絶滅危惧種）等の両生類が報告されている。 

ツマグロキチョウ 

出典：滋賀県で大切にすべき野生生物 滋賀県レッドデータブック2015年版 

幹周/5.15m、樹高/15m、樹齢/300
年以上のもの。この地には珍しい
木で、大正時代に国の天然記念物
に指定されている。 

北花沢・南花沢のハナノキ 
（国指定天然記念物） 

国指定天然記念物。幹周/4.42m、
樹高/17m、樹齢/推定300年。 

北花沢のハナノキ 

南花沢のハナノキ 

至 

京
都 

西明寺の 
フダンザクラ 

ツマグロキチョウ（環境省：絶滅危惧ⅠＢ類） ギフチョウ（環境省：絶滅危惧Ⅱ類） 

前翅長16～22㎜。前翅外縁部が黒
色、秋型は前翅端がとがる。後翅
裏面に褐色条がある。成虫は草原
、河川の堤防、田畑の横の草地で
生息する。 

前翅長27～36㎜。黄と黒の縞模
様で後翅に赤紋を有する。里山
環境の林から山地まで生息する。
年１化で、成虫は春に姿を現す。 

出典：滋賀県で大切にすべき野生生物 滋賀県レッドデータブック2015年版、第2回自然環境保全基礎調査等 



課 題 原 因 
○産業の維持・増進 

・定時性 

○高速ＩＣまでのアクセス性の低下 

渋
滞 

国道8号 

○日常的（買物・通勤交通等）な渋滞 

・第1次緊急輸送道路に指定された  
 国道8号には、主要渋滞箇所が8箇所
存在 

・彦根市街地では終日旅行速度が低下 

・愛知川渡河部では朝夕ピーク時に 

              旅行速度が低下 

○生活交通と物流交通が混在し、沿道出入り  

が多く、幹線道路が少ないことにより渋滞発生 

 彦根 

市街地 

○彦根市街地で渋滞 

・主要渋滞箇所5箇所 
○彦根ＩＣからの交通集中 

○彦根市街地からの交通集中 

○沿道施設（商業施設等）からの出入り 

○事業所や工場関連の交通が集中 

○市街地（住宅地）から通勤交通の集中 

愛知川 

渡河部 

○愛知川渡河部で渋滞 

・主要渋滞箇所3箇所 
○愛知川を渡河する橋梁間隔の広さ 

事
故 

彦根 

市街地 

○彦根市街地で事故が多発 

・事故危険区間3箇所 

○交通渋滞 

○沿道の商業施設からの出入り 

愛知川 

渡河部 

○愛知川渡河部で事故が多発 

・事故危険区間に近接 

○交通渋滞 

○信号交差点の連続 

中山道 

○児童通学時の危険性 

・通学路指定された生活道路へ交通          
  が流入 

○国道8号の渋滞時における迂回交通の流入 

  

○観光入込客数の伸び悩み 

・入込客数が減少傾向 
○観光地間の相互連携 

  

産業 

政策目標 

産業振興の促進 

交通安全の確保 

交通の円滑化 

5.政策目標の素案（地域、道路交通の課題とその原因）  

観光 観光振興の促進 
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【彦根市】 
彦根市総合計画
（H26.7） 

○活力ある地域産業の振興 
・企業立地を促進し、雇用機会の拡大、消費力の向上、本市財政基
盤の強化をめざす。           【産業振興の促進】 

○総合的な交通体系の確立 
・幹線道路の整備によって、市民生活における安全で円滑な移動を
確保する。       【交通の円滑化】【交通安全の確保】 

○交通安全対策の推進 
・関係機関、団体と連携しながら、交通安全意識と交通道徳の普及
に努め、交通事故のない安全で住みよいまちをめざす。 

【交通安全の確保】 
○魅力ある交流の場の創出 
・観光シーズンの交通渋滞が増加しているなど交通対策が重要である。 

                         【観光振興の促進】         

【東近江市】 
東近江市道路整備 
基本計画（H25.3） 

○交通需要に対応した道路交通容量の確保 
・混雑多発箇所が集中する国道8号の御幸橋周辺ではさまざまな交
通が集中している。国道8号バイパス整備等により当該交通の分
散化、整序化により交通負荷の軽減を図る。 

【産業振興の促進】【交通の円滑化】【交通安全の確保】 
○観光地への低いアクセス性 
・観光地のアクセス道路は混雑度が1.0 を上回る状況にあることからア   
  クセス性は低い。                  【観光振興の促進】 

【愛荘町】 
愛荘町総合計画  
後期計画（H25～H29） 

○各産業の連携 
・各分野が連携を図りながら、町特産品の開発や流通販路の開拓・ 
 共同宣伝・製造等に取り組む。      【産業振興の促進】 
○広域交通網の強化 
・京阪神や中京圏、北陸圏と本町を結ぶ広域交通網の強化を図るた 
 め、国道8号バイパス、国道8号等の道路整備を促進する。 

【産業振興の促進】 
○観光の振興 
・地域の自然、歴史、産業、文化などさまざまな地域資源の活用とネット  
 ワーク化を図り、人・モノ・情報の交流とにぎわいの輪が広がるまちづく 
 りをめざして広域的な観光ネットワークの強化に努める。               

【観光振興の促進】 

【豊郷町】 
安全で利便性の高い 
まちづくり（H20.3） 

○道路・交通の整備 
・地域間相互の有機的連携を強化するため、幹線道路や生活道路の 
 計画的な整備を図る。    【産業振興の促進】【交通の円滑化】 
○交通安全・防犯対策・消費者対策の充実 
・交通事故の起きない環境に務める。    【交通安全の確保】 

【甲良町】 
甲良町新総合計画
（H22.4） 

○工業、建設業 
・高速道路とのアクセスが向上するという条件を活かして企業誘致 
 を目指した取り組みを進める。      【産業振興の促進】 
○観光 
・町内の観光資源を結ぶ観光ルートを定める。  【観光振興の促進】 

【多賀町】 
第５次多賀町総合計画、
基本計画（H28.3） 

○快適に暮らすための生活基盤の充実 
・国道8号バイパスの早期着工にむけた取り組みを継続する。 

【産業振興の促進】 
○まちの活力をつくり出す地域産業の活性化 
・周辺市町との連携による広域観光振興を強化・継続する。 

【観光振興の促進】 

各市町の総合計画等 滋賀県の総合計画等 

【滋賀県】 
「滋賀交通ビジョン

(H26.3)」 
滋賀の交通政策の方向性（抜粋） 

【広域交通政策の 
       方向性】 

○放射状ネットワークの強化に向けた取組 
・3圏域との交流、連携の強化に資する放射状ネットワークと
なる高速道路や一般国道など主要道路の整備を促進。 

【産業振興の促進】 
○クロスポイントの形成 
・阪神港、伊勢湾港、敦賀港、関西国際空港、中部国際空港
といった隣接圏域の国際物流拠点を組み合わせ、選択しな
がら利用できるよう、国際物流と連動した広域交通体系の  

 整備が重要。           【産業振興の促進】 
○まちづくりと一体となった交通の整備 
・高齢者や障害者の円滑な移動の確保や観光誘客による地域の 

 活性化などは、交通政策の枠を超えて、福祉、産業振興など他  

 の行政分野とも関わりつつ県全体に共通する課題である。 

【観光振興の促進】 

【滋賀県】「滋賀県道路 
整備マスタープラン 
（第2次）(H24.3)」 

基本方針（抜粋） 

【道路整備の基本方針】 

○4つの政策目標 
・増加する人口や産業の集積に追いつかず、高速道路から市
町道まで、まだまだ整備を必要としている道路が多い状況
である。地理的優位性や内陸工業県としての産業集積、大
学や研究機関などの知的集積、地域で培われた文化などの
「地と知の力」を活かすことが重要。マスタープラン（第
２次）では、以下の4つの政策目標を掲げ、これらを実現す
るための方策を提示する。 

（1）県内産業の活性化と地域文化の交流 
（2）誰もが安心・安全に暮らせる優しい県土の実現 
（3）環境負荷の軽減と個性と潤いのある生活空間の創造 
（4）地域の自立的発展と不安のない暮らしの創出 
 【産業振興の促進】【交通の円滑化】【交通安全の確保】 
○地域振興を支援する道路整備 
・優れた観光拠点を有機的に連結し、地域全体の魅力ある特 
 色をＰＲすることが大切である。このため、自然、歴史文 
 化遺産の保全に留意するとともに、観光・交流軸としての 
 道路整備を推進し、観光拠点相互間のネットワーク化を促 
 進する。             【観光振興の促進】 

【政策目標を実現する 
 道路ネットワーク 
       の形成】 

○地域間を連絡する環状道路網の形成 
・本県の地理的特性として、中央の琵琶湖を取り囲むように
市街地が分布しているため、県内の地域間を連絡するには、
まず琵琶湖を取り囲む環状道路網の形成が必要であり、国
道1号、8号、161号等により構成される広域幹線道路の整備
を促進する。            【産業振興の促進】 

○地域内での利便を高める幹線道路や生活道路の整備 
・国道、主要地方道等を整備するとともに、日常の通勤通学
や買い物、病院などへの利便性を高める生活道路の充実を
図る。                【交通の円滑化】 

6.地域の将来像との整合 
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当該地域に求められるサービスとは 
  ⇒安全な沿道空間を確保するとともに、産業振興・観光振興を促進する道路ネットワークの確保 

◇地域の課題や将来像等を踏まえ、当該地域の政策目標を設定 

地域や道路の状況や課題 

地域の将来像 

1.産業振興の促進 

2.交通の円滑化 

3.交通安全の確保 

4.観光振興の促進 

◇対策案の検討（案） 

【産業振興関連】 

 

産業振興を促進
（産業活性化、雇
用創出）する道路
整備とは 

【事故関連】 

 

既存道路から交通
を転換し、安全性
を高める道路整備
とは 

当該地域の課題を解決し、地域の将来像を実現する複数案を設定し比較検討 

7.政策目標の案（整備方針の検討） 

【観光振興関連】 

 

観光振興を支援 

する道路整備とは 

 

 

【交通関連】 

 

生活交通（通勤、
買い物等）の利便
性を向上させる道
路整備とは 
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8.意見聴取方法（案） 

1.意見聴取（1回目）の内容 

以下のとおり、地域から意見聴取を実施。 

意見聴取の項目 把握する意見 回答方法 

①国道8号の利用状況について 

主な利用目的 選択式（複数） 

利用頻度 選択式（複数） 

 主な移動手段  選択式（複数） 

②地域の課題について 

提示した複数の課題について、それぞれどの程度問題だと思うか 選択式（複数） 

提示した課題の他に、困っていることや問題はないか 自由回答 

③道路整備の必要性について 道路整備の必要性が、あると思うか思わないか 選択式（1つ） 
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8.意見聴取方法（案） 
2.意見聴取の対象（案） 

項 目 調査対象者 調査手法・規模 

地域住民 
彦根市、東近江市、愛荘町、豊郷町、 
甲良町、多賀町 

無作為抽出による 
郵送配布（約15,600票）  

事業者等 
沿道事業所 （彦根市、東近江市、 
愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町）  

無作為抽出による 
郵送配布（約1,200事業所） 

道路利用者 
滋賀県等 
滋賀県内の沿道地域 

Web 
留置（市町役場、道の駅） 

項 目 

関係団体 

○トラック協会【1団体】   ○バス協会  【1団体】 
 

○観光協会  【7団体】   ○警察機関  【2団体】 
 

○消防機関  【2団体】   ○経済団体  【8団体】 
 

○自治体   【7自治体】 

3.地域への意向調査の周知方法 

◇国土交通省 近畿地方整備局 滋賀国道事務所 

情報提供の項目 

当該地域の各市町村のホームページに意向調査（Ｗｅｂ）のバナーを設定 

チラシ、滋賀国道事務所ホームページ等で幅広く広報を実施 

4.意見聴取期間 5.実施主体 

◇1ヶ月程度 

■意向調査（沿道住民、沿道事業所）の配布範囲 ・アンケートによる意見聴取の対象(案) 

・ヒアリング調査による意見聴取の対象(案) 
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8.意見聴取方法（案） 

■第1回意見聴取における調査方法及び質問内容 
 1）調査概要 
 →〇計画の概要、調査対象箇所の提示 

6.調査票の設問案 
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8.意見聴取方法（案） 

■第1回意見聴取における調査方法及び質問内容 
 2）国道8号と地域の現状 
 →〇地域の課題を提示 

6.調査票の設問案 
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8.意見聴取方法（案） 

■第1回意見聴取における調査方法及び質問内容 
 3）質問事項（住民等） 
  →①地域の課題について ②道路整備の必要性について ③その他自由意見 

6.調査票の設問案 
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8.意見聴取方法（案） 

■第1回意見聴取における調査方法及び質問内容 
 3）質問事項（事業者等） 
  →①地域の課題について ②道路整備の必要性について ③その他自由意見 

6.調査票の設問案 
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9.今後の計画段階評価のすすめ方（案） 

第1回 
地方小委員会 

■地域の現状と 
 課題 
   
■道路交通の 
 現状と課題  
 
■政策目標（案） 
     の設定 
 
■第1回意見 
 聴取方法 
 
■計画段階評価 
    の進め方 

地域の 

意見聴取 
（第1回） 

●地域の課題  
  
第1回意見聴取 
 ≪アンケート 
    調査等≫ 
 
対象者： 
・地域住民  
・事業所 
・道路利用者 
 
 

第2回 
地方小委員会 

■第1回意見聴取
結果の確認 

 
■対応方針案
（ルート帯案） 

    の検討 
 
■第2回意見聴取
方法  

地域の 

意見聴取 
（第2回） 

●対策案（ルート
帯（案））を検討 

する際の重視する
項目 

  
第2回意見聴取 
 ≪アンケート 
    調査等≫ 
 
対象者： 
・地域住民  
・事業所 
・道路利用者 
 

第3回 
地方小委員会 

■第2回意見聴取
結果の確認 

 
■地域意見を踏

まえたルート
帯の設定 

 
■対応方針 
   のまとめ 
 

 

対
応
方
針
決
定 

【平成28年12月】 

 今回 
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